
小 川 放 水 路

小川放水路トンネル工事の概要

平成６年９月23日　集中豪雨による被害状況
　田名部川の右支川にあた
る小川は、洪水のたびに氾
濫を繰り返しむつ市街地に
大きな被害を与えていた（右
写真）ため、小川の上流域
8.6km2の流出を栗山町地内
から金谷川に切り換える放
水路を建設することになっ
た。（放水路ルート上に台地
があるため、この区域はト
ンネル河川となった。）
　 放 水 路 が 完 成 し た こ と
で、小川からの流出量のう
ち95m3/sが金谷川へバイ
パスされ、小川下流部の流
出は、放水路下流域からの
20m3/s程度の流出のみと
なり、この結果、概ね50年に１回程度発生すると予想される洪
水に対応できるまで治水安全度は向上した。

溢水する小川（平成６年９月23日深夜）

被災状況（平成６年９月24日）

�ウェルネスパーク

　ウェルネスパークは、しもきた克雪ドーム
（108m×108m）とセンターハウス及びそれを結
ぶ中庭がある。センターハウスにはトレーニン
グルーム、スタジオ、プールなど、多彩な施設・
設備があり、豊富なプログラムに参加すること
ができる。克雪ドームは、野球・サッカー・テニ
スなどのスポーツ利用をはじめ、一周約400m
のウォーキングコースがある。
　国道338号線からの出入り口が２ヶ所しかな
いので注意。

栗山大橋←むつ市役所

栗山トンネル→

しもきた克雪ドーム前の道路

しもきた克雪ドーム
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�むつ運動公園
　野球場、陸上競技場、テニスコート、スポー
ツ広場などを有する総合運動場。
　野球場の一塁側に釜臥山を望むことができ
る。また、小さめの道路や標識など、実物さ
ながらの道路環境が設けてある交通広場、遊
園地もある。春には公園内や外縁の桜が咲き、
花見スポットとなっている。
　■スポーツ施設の利用時間
　　午前９時から午後９時まで
　■開設期間
　　４月１日より11月30日まで

�墓地公園 　  矢立温泉　むつから恐山に
至る途中にある、自然に囲まれた山あ
いの温泉。キャンプ場やレジャー施設
が整っており、家族連れでも楽しめる。
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金谷橋

女舘川

赤坂橋

赤坂橋たもと 分岐点

内田橋太田橋

新田名部川遊歩道



斗南藩（となみはん）史跡地

　戊辰戦争の敗北によって移住してきた旧会津藩士たちが、この新天地斗南
で整備した斗南ヶ丘市街地の一角。昭和11年10月の秩父宮両殿下の下北御
巡遊の際、この地を訪れたことを記念し、昭和18年７月、記念碑を建立。付
近には斗南藩士移住当時の井戸や土塀跡などがある。

　   　斗南藩の軌跡
　会津若松の鶴ヶ城が落城、会津藩が降伏したのは明治元年
９月、東京で謹慎中だった藩主松平容保（かたもり）は死罪を
免れ、かつて京都守護職として朝廷に力を尽くしたのをかわ
れ、明治２年11月、嗣子容大（かたはる）を立て、それまでの
二十八万石から三万石に格下げして二戸・三戸・北の三郡を与
えられ立藩を許された。
　翌３年４月18日、三戸御役所において黒羽藩から引き継ぎ
を受け、藩庁を五戸町に置き斗南藩と称した※。
　同年５月、斗南藩先発隊が田名部に到着、翌明治４年２月
には、藩庁が五戸から田名部に移り、三歳の容大がはいり円
通寺を仮館とした。このころから旧会津藩士の北上が続々と
始まった。蒸気船で海路を向かった者は、大平（おおだいら）
や野辺地、八戸などに入港し、そこから入植地の村へと移っ
ていった。一方陸路で移転した者たちは悲惨な旅路であった
という。目的地に着く前に命を落とした者も少なくなかった。
　どれだけの旧会津藩士が下北に移住してきたのかはっきり
とはわかっていないが、陸奥の新領地に移住した戸数は、一

説に4,300戸・17,000余人といわれている。このうちむつ市
に移住したのは、田名部に400余戸・1900人余、安渡（あんど）・
大平140戸・630余人。そして斗南ヶ丘に200戸、松ヶ丘に20
戸と伝えられている。
　当時田名部の戸数は600戸、人口3,000人と推定してこれを
比較すると、もともとの人口の六割か七割の移住者が加わっ
たことになる。

　新天地に移住した藩士たちは、多くの苦難に遭遇したが、
会津が受けた辱めをすすぐまで生き抜けと奮闘し、斗南丘と
松ヶ丘に町の建設をはじめとして歯を食いしばって農地開墾
に従事した。また、安渡湊を奥羽の長崎にしようとして大湊
と地名を改めて町の発展を図ったり、円通寺に斗南藩校日新
館を開校したほか領内各地に分校にあたる郷学校を開設した。
　このように斗南藩は、貿易と農業授産によって藩財政の基
盤を固めようとしたものの、明治４年７月14日の廃藩置県の
ために中止となり、会津人の多くは会津や東京など全国各地
に移っていった。
※「斗南藩」藩名の由来……中国の詩文「北斗以南皆帝州」から

とったものといわれている。意味については諸説あり、北
海道以南はことごとく天子の領土であるから北へ移されて
も天領から追放されたのではないという意味からという説、

「斗南」とはいつか南へ帰るという意味であり、薩長政府に
対する反骨の心が含まれているという説がある。

　参考文献	『むつ市史』　田中誠一著
	 『下北半島の歴史と民俗』
　　　　　　　　　　下北半島の歴史と文化を語る会編著

斗南ヶ丘市街建設計画略図
斗南ヶ丘市街地建設計画
　斗南藩は、田名部川の流域に開けた平野を
はさみ田名部の町に相対した妙見平と呼ばれ
る丘陵地帯を「斗南ヶ丘」と名付け、市街地を
建設した。
　一戸建約30棟、二戸建約80棟からなり、
東西に大門を建築して門内の乗打ち（馬や駕
籠などに乗ったまま通ること）を禁止し、18ヶ
所の掘井戸を作り、一番町から六番町までの
大通りによって屋敷割りして、１屋敷を百坪
単位として土塀を巡らせて区画した。

�早掛沼公園
　早掛沼公園は、野外ステージや噴
水等が整備された多目的公園。
　桜の名所として知られ、16種類約
380本の桜や、500株のチューリッ
プ、400株のつつじが訪れた人を楽し
ませている。また、珍しい緑色の桜「御
衣黄（ぎょいこう）」 （５月中旬～下
旬）も見どころの一つとなっている。

�宮
み や し ろ

後ふれあい牧場
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③ロマンス坂　 その昔、坂の突き当
たりに「ロマンス座」という映画館
があった。

①船見坂

⑤新川守坂 ⑥丹内坂 ⑦宇田坂

②一番坂 ④川守坂

宇田坂海岸部から間近に見ることができる

　大湊地区は、海岸の低地から内陸
部に向かってゆるい傾斜になってお
り、海岸沿いに走る道路と国道338
号の２本を結ぶ坂道にそれぞれ名前
がついている。
　浜町坂から宇田坂まで３km弱、
途中、寺院や神社、大湊小学校、一
本杉などもあり、２本の道路をつな
ぎながら散策するのが人気。
　湧水（　　　）を見つけてのどを潤
しながら散歩を楽しむ人も多い。

坂の町　大  湊

�順法寺城跡
　築城年代は定かではないが、宝治年間

（1247～1249年）に、宇曾利郷（岩手から
北の糠部五郡の一つ、下北半島のこと）の領主
安東盛親によって築かれたと言われる。
後醍醐天皇の孫の良尹王（ながただおう）
が、南朝方の南部氏に庇護され居城とし、
北部王家（きたのべのおうけ）として約
100年栄えたといわれる。
　1448年蠣崎城城主蠣崎蔵人は十三湊
の安東氏とともに南部氏を攻撃し一時は
七戸城を陥れるが、大軍を擁する南部氏
に平定される。蠣崎蔵人は蝦夷が島へ逃
げ、松前氏の始祖となったともいわれる。
順法寺城もこの乱で廃城となった。

旧城ヶ沢小学校

清澤寺

城ヶ沢ねぶた会館
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�水源池公園
　大湊第一水源地堰堤（日本最古のアーチダ
ム）は、下北半島で一番高い釜臥山を源流とす
る宇田川をせき止めたもので、提高7.9m、提
長26.5m、 貯 水 量 約5,000ｍ3/日 で、 日 本
で初めて試みられた厚アーチ式の石造り堰堤
である。1984年（昭和59年）にむつ市文化財、
1993年に青森県文化財に指定された。
　この堰堤は1909年（明治42年）に完成し、
1945年（昭和20年）までは海軍専用水道とし
て使用されたが大湊町に引き継がれ、1976年

（昭和51年）までむつ市の上水道事業水源地と

して利用された。
　現在は水源地公園として市民の憩いの場と
なり、桜の季節は人気のスポット。また、平
成27年春には「北の防人館」がオープンする。

�釜臥山スキー場
　釜臥山を目の前にして滑ることのできる
コースがあり人気。また、海岸から２kmしか
離れていないこともあって、眼下に海上自衛
隊の基地を望むこともでき、寄港中の戦艦が
見えることもある。晴天時には八甲田連峰や
尻屋崎、北海道までが見渡せる。オフシーズ
ンの散歩コースとしても景観のすばらしさで
おすすめのコースとなっている。

�宇田八幡宮

�宇田児童公園

�海上自衛隊
　大湊地方総監部
　戦艦が寄港中は近くまで行って見ることが
できる。
　海上自衛隊大湊地方総監部広報係

　TEL 0175－24－1111（内線2304）
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�常楽寺
　釜臥山を目の前にする常楽寺は、従前はむ
つ市田名部字念仏車に建立されていた。応永
３年（1396）４月紀州根来山の所化、良海が
草創したといわれ、旧南部藩領に属する田名
部代官所の館に勧請せる八幡宮の別当所ある
いは祈祷寺として、南部藩の加護を得た寺院
だった。明治の初めに現むつ市大湊へ移転、
真言宗の釈迦山神宮寺に合併され八峰山常楽
寺と改めた。
　円空作の如来像があり、県重宝の指定を受
けている。

�大湊小学校
　明治７年２月１日、大湊村常楽寺を仮校舎
として創立。児童は男子84名、女子４名、教
員男子２名で発足した。明治31年、大湊上町
43番32号の現在地に校舎を新築したが、昭
和33年１月１日に校舎が全焼、翌34年７月、
全国でも珍しい円形鉄筋３階建の新校舎が落
成した。その円形校舎も老朽化がすすみ、平
成10年に解体されて現在の校舎が建った。
　校地の護岸に立っている一本杉は樹齢およ
そ250年といわれ、大湊のシンボルとして親
しまれている。

�稲荷神社（川守）
　寛政３年（1792）川守村氏子の再建と伝え
られる。明治維新前は稲荷大明神と称えられ、
明治８年２月28日に稲荷神社と改号し村社と
なる。毎年９月の例祭には神楽の先導のもと、
献幣使参進し斎行、神楽が奉納され船山車が
町内を運行し賑わう。

�兵
ひょうす

主神社
　延宝７年（1679）の再建とされている。祭
神は伊弉諾命。釜臥山下居兵主大明神ともい
う。伝説によると、貞観年中（859～877）、
慈覚大師巡錫してこの地に至り、釜臥山に
上ったときに鴉が釜臥山を越えて北方に去る
のを見て、行く手に必ず平地があり、霊場に
ふさわしい場所があろうと思い山上に座禅す
ること二十日にして、釈迦如来、薬師如来の
像を刻み、山上に安置、そして遂に恐山を開
くことができたという。後に正一位釜臥山嶽
大明神と号し、恐山の奥院と称した。修験田
名部大覚院で司り、その後の変遷があって、
明治２年の神仏混淆の命により兵主神社と改
め、大湊の鎮守となった。
　ここは釜臥山の表参道に位置し、登山参拝
者が禊をするならわしであった。正津川（大
畑町）にある光主神社が裏参道の下氏宮にあ
たる。神社が所蔵する奉納船絵馬は、むつ市
の指定文化財になっている。旧村社。

大湊のシンボル 一本杉

　大湊小学校の海沿いの壁にはねぶた絵など
のレリーフがある。
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�大平神明宮
　元和元年（1615）氏子の歓請にして鎮座。
明治維新前は神明社と称え、氏子・崇敬者に
信仰された。明治８年２月28日に神明宮と
改号し村社に、明治40年４月19日、神饌幣
帛料供進指定神社となる。
　祭典後神楽の奉納、船山車が町内を運行
する。境内には夜店が並び賑わう。

�近川稲荷神社
　金刀比羅神社
　祭神は倉稲魂命と大物主命。明治時代、
両者とも廃社となったが、ほどなく元に戻
り同じところに祀られた。
　金刀比羅神社には船絵馬が所蔵されてあ
る。

�斗南藩士上陸の地
　明治３年６月10日、新潟から海路をたどっ
て藩士達が上陸した地のひとつがここ。石
碑は平成２年、会津鶴ヶ城の石垣に使用さ
れている慶山石を用い、会津若松市を望む
方角に設置された。
　碑文の揮ごうは会津松平家第13代当主松
平保定氏によるもの。

　大湊湧水群
　大湊地区は後ろに釜臥山を控えて豊富
な水を蓄えており、海沿いの道にはいた
るところに湧水がある。誰でも気軽に飲
めるようにコップが用意されて名前もつ
いているところもあるので、坂の散策と
あわせて湧水を探しながら歩く人も多い。
名前のついている場所は８ヶ所。
　①蕩蕩水　　　　　②三山水
　③稲荷神社清水　　④安渡の湧水
　⑤和（なごみ）の水　⑥和戸野水
　⑦麓の湧水　　　　⑧釜臥の恵み

　釜臥山を間近に仰ぎ見ることができる
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